
歌島橋交差点地下歩道案内板の改善（中期的対策）

STEP１：要因と課題の共有改善の方向性の共有

◎現状の改善ではなく、抜本的な案内の改善に向けて課題や改善案等について意見交換を行うものとする。

・これまでに地下道の案内について寄せられた意見の整理

・現地踏査

・定量的な調査データ（H25、H27実施）

・他の地下歩道の事例

→上記を踏まえた対策の方向性を決定

○“迷う”ことに対するその要因と課題に関する認識
の共有

○改善に向けた検討の方向性（どのような対策案を
検討していくか）の共有

STEP２：対策イメージの共有
・対策の方向性を基に、案内板改善のイメージ（素案）を
作成○抜本的な案内改善に資する、改善の方法について

の認識を共有

・具体内容（案内板の記載内容.寸法,色彩,出入口番号の集
約化等）について、地下歩道利用者にアンケートを実施

・アンケート結果を踏まえた改善案を基に、有識者とのヒ
アリングを実施

→上記を踏まえた改善案を作成

平
成
28
年
度

平
成
29
年
度

中期的対策の検討方針

○案内板改善（素案）について、幅広く意見を聴取
し、さらなる改善を実施

○案内板に関する有識者の意見を聴取

STEP３：改善案に対する意見徴収

Ｈ30
年度 ○案内板改善の具体化に向けて、関係機関協議及

び設計を行う

STEP４：関係機関協議及び設計
・関係機関（ＪＲ西日本、西淀区役所等）と協議

・案内板の詳細な位置、材質等を決定

Ｈ31
年度
以降

STEP5～ｎ：案内板改善工事の実施・評価
○引き続き、関係機関協議を実施
○工事に必要な予算が確保でき次第、工事を発注

○完成後、事後調査を実施し、改善効果を確認
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歌島橋交差点地下歩道案内板の改善（中期的対策）

次
年
度
以
降
の
対
応

■地下歩道案内板改善の概要 （案内板の種類）
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